

































































　Paraphrase and translate the five hypotheses related to the Input 
Hypothesis into easy English and easy Japanese.
Procedure:
１.Read the article about the Input Hypothesis by yourself. (individual 
homework assignment) 
2.Discuss the content of the article in your group focusing on your 
assigned section. 
３.Rewrite the main points of your section of the original English article 
into junior high school level English.
4.If you use a word that is difficult for junior high school students, add 
an explanation of the word as a footnote. (see the sample)
５.Translate your section into simple Japanese so that a junior high school 
student can understand the contents.
6.Make a presentation with a handout on your section. 
7.Write your comments on this project in three lines, for example, about 
the content of the Input Hypothesis or the experience of working 
together as a group. 
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8.Put the work of groups A, B, and C together to make a booklet titled 






































































◦At first I thought this task was hard, but it was fun to cooperate with 
other members. 
◦This class is very good. I could improve my English skill. Thank you, 
everybody. 
◦I enjoyed this class very much. 
◦ The Input Hypothesis is difficult for me but my group members 
helped each other. I could understand the content clearly. The 
hypothesis is important for English education. I want to use it in the 
future.
◦ I enjoyed studying with this group member. I could learn many 





◦I liked the group work. Japanese students have to speak in English 
when we talk with exchange students. In this class, there is one 
exchange student in each group. It was a great activity. I want to 
take a class like this again. 
◦I didn’t know about the Input Hypothesis before I took this class. It 
was difficult for me to translate English into Japanese, but I found 
that the hypothesis is related to our daily way of communication. 
I thought this class was a nice chance to cooperate with exchange 
students. 
◦ I looked forward to this class every week. I learned English 





◦I could learn many things. Especially, “Speech time” was fun because 
I could know about other people. Thank you. 
◦ I learned that it's important for both teacher and learner to try to 
enjoy communication in English. If I become a teacher, I want to do 
enough communication with students.
✿Group C
◦I chose this subject because it seems a lot of fun! I enjoyed all class 
hours thanks to you. I will keep studying English and working on 
my dream of becoming an English teacher come true. Thank you all 
very much. 
◦It was good class. I learned many things from this class. I had a good 
time. 
◦ I think this kind of communication activity was important to learn 
English. Thank you. 
◦授業は面白かった。ありがとうございます。
◦ I enjoyed myself every time because I dealt with many people. 
Contents of class was difficult, but I was able to learn it. Thank you. 
◦I could learn many things. The presentation with my group was fun! 
Thank you. 
4.まとめ
　ハワイ大学との交換留学生プログラムの恩恵を受け、私のクラスにアメ
リカ人学生３人が加わった。英語教育専攻の学生とアメリカ人学生が混合
するクラスで、英語と日本語を併用してタスク活動をする授業を行うこと
になった。相互交渉を併うタスク活動が、第二言語習得の理論上から有効
であることは分かっていたが、実際の実践においても取り組みやすく、ま
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クラスにアメリカ人学生が加わると
た学習者に満足をもたらすことが確認できたことは、収穫であったと思う。
このバイリンガル授業において、日米学生の双方が授業に満足することが
できるか否かが、一つの挑戦であったが、授業を終えた学生のコメントか
ら、おおかた目標が達成できたと思われる。
　今回、日米双方の学生をおおかた満足させることが出来たのは、彼らに
一定の二言語使用能力があったからであった。今回の授業の成功要因を振
り返るって見ると、次の三点が上げられる。
①日本人学生は、多くが英語教師を目指しており、タスク活動の意義を理
解し、英語によるコミュニケーション力を向上させたいという強い思い
を共通して持っていた。ほとんどの日本人学生は、理解できない部分に
ついて英語を用いて質問することができる程度の英語力を有していた。
②アメリカ人学生は、日本語でスピーチができる程度の日本語力を有して
いて、日本人学生同様にタスク活動の意義を理解していた。題材が英語
論文であったので、英語ネイティブの学生に有利であり、グループの中
で存在感を示し続けることが出来た。一定の日本語力は求められたが、
日本人学生が英語を使ってコミュニケーションをしようとすることが多
く、アメリカ人学生の日本語力不足は、和やかな雰囲気で埋められた。
③指導者が日本語と英語の両言語で日米の双方の学生を支援する配慮を、
十分とは言えないが、最低限必要な範囲で行った。困難を感じる学生へ
のサポートが、授業の成功に大きく関わった。
　１つの課題は、英語を理解できずに困惑する学生への適切な対応であっ
た。こうした学生は、授業を消化できず、不満を覚えることが容易に推測
された。常にこうした日本人学生に気を配り、最低限のサポートを行った
が、十分であったか否かは疑問である。また、日本語で授業が進行する状
態の時に、アメリカ人学生に十分な配慮がなされたか、反省する点も残っ
た。日米の学生混合による授業、すなわち異文化・異言語の環境から学ぶ
授業においては、学生は肝心な部分をしっかり理解する必要があるが、あ
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る程度のあいまいさに寛容でいれることも大切なことである。異質なもの
を完全に理解しようとするのでなく、受容する心を持ってほどよく適応し
ていくことから出発し、自ら発見を深めていこうとする姿勢が大切である。
こうした授業での教師の役割は学生の学びのファシリテーター（学びを促
す世話人）であり、学生の困難時を見極めて支援することが極めて大切だ。
このような授業においては、教師の仕事の面白味は果てしなく奥深いもの
であると感じる。
　今、日本は、「グローバル戦略」の一環として、2020年を目途に30万人の
留学生受入れを目指している。文科省によると、2014年５月１日の時点で
の留学生数は184,155人であるという。今後、今より6割以上留学生を増加
させるためには、二言語併用の混合授業を各大学で試行錯誤しながら受け
入れ増加をしていくことが一つの方策になるだろうと思う。
　若者は環境から多くを学ぶ能力が高い。異文化・異言語混合の教室環境
においては、学生は環境に適応するかの如く、言語を含めた多くのことを
自然と習得するだろう。本授業のような混合授業が日常的に行われるなら、
日本人学生の英語のコミュニケーション力は飛躍的に向上するだろうと思
う。グローバル化社会に対応できる人材育成の面でも、グローバル化した
教室環境で若者は、生き延びるための生命力であるかのように、教室環境
に適応する一環として、大切なことを自然と獲得していくように思う。
　最終授業を未来へのビジョンを持って総括できたことは、非常に幸運で
あった。そして、願わくは、このクラスで出合った日米の学生達が、ほん
の一部においてでも、時を経ても交流が続いていてくれたらなあ、と思う。
